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　本研究では，SDGsに基づいた「実験実習を通した体験型教育」に重点を置いた授業展開を狙い，
経験的な学びから知識を習得させて学年進行型で理解の深化を図れるような従来のカリキュラムを
ベースとし，SDGsに基づいた熱工学系技術者教育を見据えたカリキュラムの開発を行うことを目的
としている．第一段階としてSDGsに基づく熱工学系の実験実習教育実現のためのカリキュラムアウ
トラインの設計を行い，持続可能な環境配慮型燃料を対象としてブレインストーミングを通した授
業アウトラインの検討を行った．第二段階として，詳細なコンテンツへの落とし込みのため，現在
の実験内容に対し，新しく検討した内容を置き換えた場合どうなるかを試行的に授業展開しながら
効果検証を行った．具体的に4年次の「ジェットエンジンの性能測定」において環境負荷の低い環
境配慮型の代替燃料を用いた場合と現在汎用的に使用される燃料とで実験を行ない，学生からのヒ
アリング調査を行った結果，概ね内容に対する理解度は，想定したものとほぼ同等であり，教育効
果が得られることが分かった．また試行的実施の結果から，実施内容やテキストの最適化だけでな
く，適切な低環境負荷燃料や排気ガス成分分析装置の選定が必要であることがわかり，今後の熱工
学関連におけるSDGs教育の大きな足掛りとなった．
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